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こんにちは。
コールサックです。

5月もあっという間にあと数時間となりました。
全国各地の皆様、海外各地の皆様、お元気でいらっしゃるでしょうか。

東日本大震災の被災者の皆様と関係者の皆様にこころよりお見舞い申し上げます。

震災により中断しておりましたメールマガジンを再開いたします。

なお、本日ホームページをリニューアルしましたので、ぜひご覧ください。

コールサック・ホームページ
http://www.coal-sack.com/

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

ホットニュース　①

☆『命が危ない　311人詩集』アンソロジー

力作が続々と集まりました！！
ご参加いただいた方々にこころより感謝御礼申し上げます。
おかげさまで目標人数近くまできましたが、まだ若干空きがございます。
ご希望の方は今週中にお声をかけていただければと存じます。
震災・原発、こどもの命、高齢者の闘病、地球問題、命の賛歌、戦争・原爆、自殺、
などなど、これは現代のあらゆる問題の根本を問う切実な一冊になりそうです。

ご案内はこちら
http://www.coal-sack.com/pdf/inoti%20syuisyo.pdf

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

ホットニュース　②

☆若松丈太郎著
『福島原発難民　南相馬市・一詩人の警告　1971年～2011年』

緊急出版、大反響！！

すでに次の新聞で紹介されました。
5月8日・東京新聞（特報欄）、5月12日・岐阜新聞（1面・分水嶺）、
5月15日・河北新報、5月26日・下野新聞（文化欄）、
6月4日付・図書新聞

詩誌「コールサック」上の広告や口コミでも話題がひろがり、注文が殺到しています。

いま、原発問題を考えるすべての人に。
福島県の南相馬市に暮らしてきた詩人が40年間、告発してきた原発の危険性。
いま、生存の恐怖の中で、まちの歴史と文化を破壊するその実態にリアルに迫り、
勇気をもって世におくる切実な警告の書。

2011年5月10日刊行・定価1,500円（税込）
解説文・鈴木比佐雄

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

ホットニュース　③　

☆亜久津歩詩集
『いのちづな　うちなる自死者と生きる』
（新鋭こころシリーズ１）

第1回「萩原朔太郎記念とをるもう賞」受賞！！
（NPO法人やお文化協会主催、毎日新聞社後援）
（選考：粟津則雄氏・季村敏夫氏・暮尾淳氏・三井葉子氏）

贈呈式：7月9日2時～　大阪府八尾市文化会館にて

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
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＊ほかにも、各詩書が下記の各賞候補になりました！
　
☆おぎぜんた詩集『アフリカの日本難民』
（新鋭こころシリーズ２）
Ｈ氏賞候補、小熊秀雄賞候補、壺井繁治賞候補

☆くにさだきみ詩論集『しなやかな抵抗の詩想』
（石炭袋新書シリーズ５）
日本詩人クラブ詩界賞候補

☆亜久津歩詩集『いのちづな』
（新鋭こころシリーズ１）
日本詩人クラブ新人賞候補

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

ホットニュース　④

☆札幌で４名の詩書合同出版記念会を予定！！

斎藤彰吾詩論集『真なるバルバロイの詩想』
谷崎眞澄詩文庫『谷崎眞澄詩選集一五〇篇』
木村淳子詩集『美しいもの』
矢口以文詩集『詩ではないかもしれないが、どうしても言っておきたいこと』

6月4日（土）14：00～16：30（参加費無料）
北星学園大学Ａ館705教室
（札幌地下鉄東西線大谷地駅下車）

４詩人の朗読とスピーチ
４詩人について語る
（佐相憲一・斎藤氏と谷崎氏の労作について
　鈴木比佐雄・木村氏と矢口氏の労作について）
参加者質疑応答
開会の辞　棚瀬江里哉氏
司会　松田寿一氏
17：00～交流会

事務局・矢口以文氏（011－891－0296）

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

ホットニュース　⑤

☆広島県福山の詩の教室で平井詩集・中林詩集がテキストに！！

詩の教室　ポエムサロン・Rose 　ご案内

開催場所：ふくやま文学館（広島県福山市）
084（932）7010

開催時間：午後2時～4時

開催日と内容：
5月26日（木）
詩の添削
平井達也詩集『東京暮らし』（コールサック社）を読む
（新鋭こころシリーズ４）

6月18日（土）・23日（木）
詩の添削
中林経城詩集『鉱脈の所在』（コールサック社）を読む
（新鋭こころシリーズ６）

受講料：1回1500円

お問い合わせ：
一瀉千里（いっしゃ・ちさと）氏
日本現代詩人会・日本詩人クラブ　会員
中四国詩人会　理事
084（951）1300　（FAX兼）　　　

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇　
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ホットニュース　⑥　コールサック執筆者のあれこれ

☆淺山泰美エッセイ集『京都銀月アパートの桜』
（詩人のエッセイ・シリーズ２）
4月16日ＮＨＫラジオ「ラジオ深夜便」で
紹介されました！！
この中から3篇のエッセイが朗読されました。

☆『鎮魂詩四〇四人集』
4月2日・東京新聞文化欄で紹介されました！！

☆鈴木比佐雄の書き下ろし新作詩
「千年後のあなたへ」
5月27日・東京新聞文化欄に掲載されました！！
「方丈記」も引用した地震・原発の詩です。

☆詩誌「コールサック」69号
あちらこちらで大きな話題になっています。
この暗い状況をのりこえるためにお力になれる共感エネルギーを
発信できたでしょうか。
これまで以上に広範囲の方々に手渡され、詩文学を通した人間交流の輪が
ひろがっています。

☆「震災原発」特集に励まされたとの声を沢山いただきました。
ご執筆いただいた方々と読んでいただいた方々に感謝です。

☆小熊秀雄研究家の宮川達二氏の69号評論
「北海道新聞」に紹介されました！！
70号以降も連載してくださることになりました。

☆69号にはほかにもすぐれた詩や評論・エッセイが盛りだくさん。
時間をかけて読んでいただければと存じます。

☆佐相憲一の講演「21世紀に生きる今野大力」
掲載のコールサック69号
旭川の今野大力祭実行委員会が普及・保存版として
大量に買い取ってくださいました！！

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

詩誌「コールサック」69号　刊行

2011年4月30日刊　　定価1000円（税込）

【目次】 

 扉詩　　　中上哲夫　　　道の歩き方　　　　　　

震災原発特集
 詩　　　黒川純　　　ほんとうのことに向きあわねば
 詩　　　武藤ゆかり　　巨大地震遭遇記　　　　　　
 エッセイ　若松丈太郎　　原発難民ノート―脱出まで　

 エッセイ　原田勇男　　　大自然の脅威と人間の英知
ノンフィクション

 　　　　　亜久津歩　　　石巻ノンフィクション　　　
詩　　　鈴木比佐雄　薄磯の木片―３･11小さな港町の記憶　

 詩　　　大井康暢　　　震災余話　　　　　　　　　
 詩　　　森三紗　　　　わが高田松原　　　　　　　
 詩　　　清岳こう　　　『マグニチュード９・０』より

 詩　　　高炯烈（訳・李美子）　小型懐中電灯　　
 詩　　　荒木せい子　　天井　　　　　　　　　　　
 詩　　　白藤多々良　　死と命見つめて　　　　　　

 エッセイ　奥主榮　　　　三・一一　　　　　　　　　　
 俳句　　尾内達也　　　大地震・津波・放射能　　　

 エッセイ　小村忍　　　　川内原発関連報告（その五）　
 詩　　　小村忍　　　　大津波／漬物じょうず　

 エッセイ　村永美和子　　原発エネルギーの是非　　　
 詩　　　くにさだきみ　クリーンな朝の台所　　　　
 詩　　　佐相憲一　　　環太平洋造山帯　　　　　　

詩　　　
 白糸雅樹　　　夜桜　　　　　　　　　　　
 中林経城　　　森　　　　　　　　　　　　　

 平井達也　　　夜中に洗濯機を回しながら／銭湯もなくなった　　　
 木島章　　　　コーラの気が抜けてゆく／ファミリーツリー
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 宇宿一成　　　手　　　　　　　　　　　　　
 植田文隆　　　ドジばかり／残っているよ　　
 橋爪さち子　　ブルームーン　　　　　　　　

 山本聖子　　　ヘアー　フレスコ　　　
 平原比呂子　　旗　　　　　　　　　　　　　
 山本泰生　　　つらら　　　　　　　　　　　

 豊福みどり　　忘れられない映像　　　　　
松本賀久子　シンデレラなんて、どこがいい？

 　　　　　　／昔々か、それとも今／カントリー・ロード
 朝倉宏哉　　　ナマケモノ　　　　　　　　　

 横田英子　　　熟柿　　　　　　　　　　　
 武西良和　　　動く犬／動けない犬　　　　　
 鳥巣郁美　　　背にあるのは　　　　　　　　

 こまつかん　　雛衣／離別　　　　　　　
 金田久璋　　　サテュロス　　　　　　　　　
 淺山泰美　　　鶴　　　　　　　　　　　　　

出版記念会特集　スイス大使館にて
（ベアト・ブレヒビュール・著／鈴木俊・訳）　　　　　　　　

 鈴木俊／宮下啓三／鈴木比佐雄／朝倉宏哉

小詩集　　
 岸田裕史『メカニック・コンピュータⅡ』七篇
 磯山オサム『夜が明けるのをわすれても』四篇

 井上優『明日が始まるとき』九篇
 奥主榮『サイレン』六篇 　　　　　　

 豊原清明『鮮明なトカゲ』五篇
加納由将『大阪府河南町立石川小学校に捧ぐ』十篇　

 未津きみ『雪』四篇　　
 北村愛子『人間のねがい』四篇

 案内　　　佐相憲一　小詩集の詩人たち　　　　

 図形詩　　堀内利美

英詩と翻訳詩
ヴァレリー・アファナシエフ（訳・尾内達也）

 　　　　　　　日本に捧ぐ　　　　
マイケル・シャワティ（訳・佐相憲一）　

 　　　　　　　東京通勤　　　　　　
翻訳詩　　
羅喜徳（訳・李美子）　

 　　　　　　　草の神経系／とり籠の問題
朴京南（訳・李美子）　
　　　　　　　誕生日の花かご／カチの家　
シュレヤ・パンディー（訳・結城文）

 　　　　　　　第三詩集『さまよう思い』　

旭川講演・詩人論
 佐相憲一　　　二一世紀に生きる今野大力

詩人論　
 宮川達二　小熊秀雄の東京　　　　　　　
 稲木信夫　詩人・中野鈴子を追って　　　

 楊原泰子　集会「詩人尹東柱とともに・二〇一一」報告
 石村柳三　《鎌なす舌》の詩人　

エッセイ　
 下村和子　日本の祭り　　　　　　　　　
 北畑正人　歴史が見えてきた　　　　　　

 中桐美和子　魅せられて　　　　　
 淺山泰美　桜の縁し　　　　　　　　　　

 上田由美子　　私の色　　　　　　　　　　　

新連載エッセイ
 貝塚津音魚　里山の再生を夢見て　①　　　

追悼文　
 安永圭子　天に向かう樹　磯村英樹先生を偲んで　　

 長津功三良　海の男　柳原省三　海で……　

詩　　　
吉田博子　心がほどかれ／ふたつの思いが重なって／

 　　　　　　愛しい左半身
 中村花木　朝の身支度　　　　　　　
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 杉本知政　月の輪の里の春に　　　　

 結城文　　競争　　　　　　　　　
 うおずみ千尋　手捌き　　　　　　　　　　

 皆木信昭　認知症　その10　　　　　　　
 磐城葦彦　芒っ原　　　　　　　　　　　
 酒井力　　病院風景　　　　　　　　　　

 徳沢愛子　弟よ　　　　　　　　　　　
 山本倫子　野良考　　　　　　　　　　　

 田中作子　共生／梓弓
 武藤ゆかり　行き先　　　　　　　　　　　
 荒木せい子　相対的／ワタシ  　　　　　　　

 村永美和子　壁沿い男　　　　　　　　　　
 石村柳三　　有漏の悲しみ 　　　　　　　
 下村和子　　鳥よ！　　　　　　　　　　

新鋭こころシリーズ解説　佐相憲一　
平井達也詩集『東京暮らし』

 尾内達也詩集『耳の眠り』
 中林経城詩集『鉱脈の所在』

鈴木比佐雄詩論集あとがき
 　　　　鈴木比佐雄　人間の深層を破壊させないために

 若松丈太郎評論集解説　鈴木比佐雄　　
　　　　南相馬市から原発の危機を発信し続ける人　

書評　　
村田譲・寺田美由記　

 『谷崎眞澄詩選集一五〇篇』　　
横田英子・山本衞　　　

 大森ちさと詩集『つながる』
くにさだきみ・松田研之　

 多田聡詩集『岡山発津山行き最終バス』
片桐ユズル・森田孟　
矢口以文詩集『詩ではないかもしれないが、

 どうしても言っておきたいこと』
高田千尋・河井洋　　　　

 鳥巣郁美詩集『浅春の途』　
丸山由美子・三島久美子　　　

 木村淳子詩集『美しいもの』　
武藤ゆかり・おしだとしこ　　　

 岡田惠美子詩集『露地にはぐれて』
山本聖子・宇宿一成　　　　

 平井達也詩集『東京暮らし』
上手宰・郡山直　　　　　

 尾内達也詩集『耳の眠り』
髙橋昌規・高安ミツ子　　　　

 野村俊詩集『うどん送別会』　
磐城葦彦・相沢史郎　　　　

 斉藤彰吾詩論集『真なるバルバロイの詩想』
梅田紅子　　　　　　　　　　　　　
ベアト・ブレヒビュール・著／鈴木俊・訳

 『アドルフ・ディートリッヒとの徒歩旅行』 　
小松弘愛・北原千代　　　　

 山口賀代子エッセイ集『離湖』
飯高京子・徳沢愛子　　　　

 渡邉倭文子ほか共著『ことばの育ちによりそって』
小中陽太郎・宮崎勇雄　　

 平松伴子『世界を動かした女性グエン・ティ・ビン』　
悠木一政　　　　

 日笠明子・上野郁子著　絵手紙集『絵手紙の花束』

連載　　佐相憲一　　　現代詩時評・展望
 大震災をめぐる大きなズレ　　

 『命があぶない　三一一人詩集』趣意書・承諾書（最新版）　　　　　　　　　

 執筆者住所一覧　　　　　　　　　
 編集後記　　　佐相憲一／鈴木比佐雄　　　

「コールサック」（石炭袋）の詩運動へのお誘い
 寄稿案内　コールサック70号寄稿案内　　

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

詩誌「コールサック」について
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詩の世界に新たな活気をもたらす、いま注目の全国誌。
会員制や同人制をとらず、号ごとに、意欲ある才能に開かれています。
あなたも力作で参加してみませんか？　
次のしめきりは7月20日です。

「書店で買った」「ホームページで見た」「知人にもらった」
という方々からの問い合わせや参加希望の声が寄せられています。
社会派も芸術派も生活派も、新鋭も大ベテランも、詩を愛する方々が全国から世界から。
詩精神と時代の声がつまった、いま話題の詩誌です。
詩作品と共に評論を重視し、詩人論や書評やエッセイも盛りだくさんです。
詩界、マスコミ、平和関係、一般の詩愛好者など、広く読まれています。
年3回刊（4月末・8月末・12月末）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木比佐雄・佐相憲一：共同編集

※掲載採否は編集部にご一任下さい。　

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇　　

評論新刊！！

森徳治　評論・文学集
『戦後史の言語空間』
　2011年4月22日刊行　定価2100円（税込）

戦後史を、思想的言語獲得の空間と捉えれば、戦争責任追及の問題が国民的課題としては、
この戦後史の空間にほとんどすっぽりと抜け落ちている、といわねばならない。この、
戦争責任の問題を含め、戦争からの伝言を戦後史の中にみつけたい、というのが私の本文
を書く願いなのである。（一章本文より）

　（解説：鈴木比佐雄）　

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

尾崎寿一郎　
『ランボー追跡』
　2011年6月2日刊行　定価2100円（税込）

尾崎さんはランボーに熱狂することなく客観視しながら淡々と生涯を記述していく。
そして読者に「内なる他者」を抱えて「見者」たらんとした一人の詩人の栄光と挫折
と悲劇を等身大で差し出してくれている。この尾崎さんの労作『ランボー追跡』は、
未知の領域に挑んだランボーという革命的な詩人像の長篇叙事詩を読んだような深い
感動を読者にきっと与えるに違いない。

（鈴木比佐雄　栞解説文より）　　

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

コールサック詩論・芸術論　石炭袋新書　好評発売中！！

新刊　石炭袋新書シリーズ６　　

斎藤彰吾詩論集
『真なるバルバロイの詩想―北上からの文化史的証言（1953－2010）』

　　　　　2011年3月8日刊行　定価2100円（税込）

北上の地から現代詩と現代社会に活を入れる強力な詩想展開の数々。
現代詩のアテルイ、長年の地域実践の言葉が既成の日本文化価値観を覆す。
それは北上の生活者たちの生きた本音の言葉である。
誇り高く優しい詩の心がまっすぐに届く、話題必至の重要詩論集。　　　　　

（解説　佐相憲一・黒川純・三浦茂男・和賀篤子・高橋昭八郎）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新刊　石炭袋新書シリーズ７

鈴木比佐雄詩論集
『詩人の深層探求―詩的反復力Ⅳ（2006－2010）』

　　　　　2011年4月28日刊行　定価2100円（税込）

全国約60名のすぐれた詩人の仕事をそれぞれの初期から懇切丁寧に論じた集大成。
本人４冊目の詩論集。待望の刊行。
長年取り組んできた原発追及や、韓国詩人との交流も掲載。
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圧倒的な分厚さが丁寧な評論活動を象徴する。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

既刊　石炭袋新書シリーズ

1　鈴木比佐雄詩論集『詩の降り注ぐ場所―詩的反復力Ⅲ（1997-2005）』
2　石村柳三詩論集『雨新者の詩想―新しきものを雨らす詩的精神（1977-2006）』
　　　（解説　芳賀章内・池山吉彬・鈴木比佐雄）
3　水崎野里子詩論集『多元文化の実践詩考（2000-2008）』
　　　（解説　鈴木比佐雄）
4　長津功三良詩論集『原風景との会話―詩人たちの風貌（1984-2009）』
　　　（解説　鈴木比佐雄）
5　くにさだきみ詩論集『しなやかな抵抗の詩想―詩人の生き方と言葉のあり方（1962-2010）』　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　（解説　佐相憲一）

現代詩界きっての論客が論ずる本格的な詩論・芸術論集シリーズ。
定価　1は1500円（税込）、2～5は2100円（税込）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

近刊予定　石炭袋新書シリーズ

佐相憲一詩論集『21世紀の詩想の港』

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

詩人のエッセイシリーズ　好評発売中！！

新刊　詩人のエッセイシリーズ　５
　　　　
名古きよえエッセイ集
　　『京都・お婆さんのいる風景』
　
　　　　2011年4月28日刊行　定価1,500円（税込）

　　　京都に長く暮らす詩人が、お婆さんのいる風景など、
　　　京都のこころの奥深くを愛情をこめて描いた好エッセイ集。　
　　　本人撮影の写真も掲載。
　　　詩人の詩作品と同様の豊かな味わいがひろがる。

　　　　（帯文　新川和江）
　　　　（写真　名古きよえ）
　　　　（解説　鈴木比佐雄）
　　　
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

既刊
　　　1　山本衞エッセイ集『人が人らしく―人権一〇八話』
　　　　　　　　（解説　鈴木比佐雄）
　　　2　淺山泰美エッセイ集『京都　銀月アパートの桜』
　　　　　　　　（解説　鈴木比佐雄）　　　
　　　3　下村和子エッセイ集『遊び遍路』
　　　4　山口賀代子エッセイ集『離湖』
　　　　　　　　（解説　鈴木比佐雄）
　
　　　　詩人独自の感性でつづる特別エッセイ集シリーズ。
　　　　各人がとらえる新鮮なテーマと視点。
　　　　お求めやすい定価1,500円（税込）、好評発売中！　　　　

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

新鋭・こころシリーズ詩集、好評発売中！！

新刊　新鋭・こころシリーズ４　

平井達也詩集『東京暮らし』
　　
　　　2011年2月25日刊行　定価1,500円（税込）

現代社会の苦味とリアルな生活実感。
バブル崩壊、不況、時代閉塞・・・。
働き盛り世代の鋭さとほろ苦さとユーモアで、
大都会と列島とこころを描く。第一詩集にして本格派。
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現代詩の逸材出現。とびきりの生きた詩をおくる。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新刊　新鋭・こころシリーズ５　

尾内達也詩集『耳の眠り』
　　　
　　　2011年3月3日刊行　定価1,500円（税込）

世の中にありながら静かに輝く深い詩精神。
現代世界と人間存在を見つめる彼の詩は、
行間にも生きたこころが飛翔している。
俳句の密度を応用した自作英詩篇付き。
東西古典もふまえた哲学詩人、待望の第一詩集。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新刊　新鋭・こころシリーズ６　

中林経城詩集『鉱脈の所在』　
　　　
　　　2011年4月5日刊行　定価1,500円（税込）

「私」は鉱脈、そして「ぼく」、「あなた」。
地球物質精神が存在の奥深くへと案内する。
歴史・自然界を見渡しながら、生を見つめる。
独自の手法で何重にも映し出されてひろがる詩情。
まさにこの第一詩集自体が光る鉱脈だ。

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新鋭・こころシリーズ　既刊

１亜久津歩詩集
『いのちづな～うちなる“自死者”と生きる』
（第1回「萩原朔太郎記念とをるもう賞」受賞）　
2010年9月10日刊行　定価1,500円（税込）

２おぎぜんた詩集『アフリカの日本難民』　
2010年11月1日刊行　定価1,500円（税込）

３大森ちさと詩集『つながる』
2010年12月12日刊行　定価1,500円（税込）

（企画編集　佐相憲一／監修　鈴木比佐雄）　　

各詩集の解説は、詩誌「コールサック」誌上にて
佐相憲一が執筆。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

コールサック詩文庫詩選集シリーズ　好評発売中！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　解説・詩人論　
1　鈴木比佐雄　詩選集133篇　　（三島久美子／崔龍源／石村柳三）　　　
2　朝倉宏哉　詩選集140篇　　　（日原正彦／大掛史子／相沢史郎）　　　　
3　くにさだきみ　詩選集130篇　（佐相憲一／石川逸子／鈴木比佐雄）
4　吉田博子　詩選集150篇　　　（井奥行彦／三方克／鈴木比佐雄）
5　山岡和範　詩選集140篇　　　（佐相憲一／くにさだきみ／鈴木比佐雄）
6　谷崎眞澄　詩選集150篇　　　（佐相憲一／三島久美子／鈴木比佐雄）
　　　　　
既刊詩集に未収録作品を加えた包括的な編集、それぞれ3名の本格的な解説・詩人論を
贅沢に収録。詩人の歴史と試みの全貌を一挙に読むことを可能にした画期的なシリーズ。
お求めやすい定価1,500円（税込）、全国書店にて好評発売中！　　

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

新刊　

木村淳子詩集『美しいもの』
　　
　　　2011年2月25日刊行　　定価2100円（税込）　

美しいものはまだまだあるが
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いちばん美しいのは

槍で突かれて血を流すこころ
流れ出る血のしずくは

初冬の空に紅いナナカマドの実となり
私たちを高みへと引き上げてくれるだろう。

　　　　　　(作品「美しいもの」より)

　（解説　鈴木比佐雄）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新刊

岡田惠美子詩集『露地にはぐれて』
　
　　2011年3月8日刊行　定価2100円（税込）

闇の中を彷徨っても／闇から脱け出そうとあがく心／
それが救いなのだと／自ら気付く事が愛なのだと／
うっすらほほえまれて／振り向いて下さるだろう
　　　　　　
　　　　　　（詩「開けゴマ」より）

　　（解説　鈴木比佐雄） 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新刊

野村俊詩集『うどん送別会』

　　20112月19日刊行　定価2100円（税込）

みなさん／「思い出」はもう過ぎ去ったことだと／
思っていませんか？／それは違います／過ぎ去った時間は
決して戻ってはきません／けれども「思い出」は、ふと心
の中に／あのときとは違う感慨で／戻ってくるではありま
せんか

　　　　　　（詩「置き手紙」より）

　　（解説　鈴木比佐雄）

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新刊

吉田博子詩画集『聖火を翳して』

　　2011年3月31日刊行　定価2100円（税込）

生きて此処に在る喜び
詩人はただ「ありがとう」という
それから一枚一枚　心そのままの
純な絵を渡す　そのやさしさ

　　（帯文：詩人・小柳玲子）

　　（解説　鈴木比佐雄） 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新刊

田中作子詩集『吉野夕景』

　　2011年5月21日刊行　定価2100円（税込）

吉野の水を流れる桜の花びらの如きものが、
この詩集にはひっきりなしに流れている。
かつて日本の生活者が有していた自然や人間
に対する関わり方の節度、美しさとしか言い
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ようがない何かだ。

　　　（帯文：以倉紘平）
   
　 （解説　鈴木比佐雄） 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

新刊

星野明彦詩集
『いのちのにっき―愛と青春を見つめて』

　　2011年5月28日刊行　定価2100円（税込）

夕暮れの海を／ひとりで／しずかに／あゆむ／／
ふと／目の前を／照りつける／赤いものに向かって
／思いっきり駆けてみる／／ああ／いつまでも／
砂は尽きない／走ろうと走ろうと／そのあたたかい
ものの中に／わたしは／入ってゆけない

（詩「いのちのにっき（一）―夕暮れに魅せられて」より）

　（解説　鈴木比佐雄） 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

近刊予定

岡村直子詩集『帰宅願望』

　　2011年6月刊行　定価2100円（税込）

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇　　

近刊予定
待望の全詩集２冊！！

山田かん全詩集
2011年8月9日長崎原爆の日に刊行予定
予定定価　6300円（税込）
予約販売価格　5000円（税込）

大井康暢全詩集
2011年秋に刊行予定

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

既刊の全詩集

福田万里子全詩集
定価　5250円
解説：鈴木比佐雄・下村和子
題字：福田正人

大崎二郎全詩集
定価5250円
解説：西岡寿美子・長津功三良・鈴木比佐雄

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇　　

スイス・ヨーロッパ文学愛好者待望の翻訳小説！！
 
ベアト・ブレヒビュール　著
鈴木 俊　訳
『アドルフ・ディートリッヒとの徒歩旅行』
 
2011年1月28日刊　定価2100円（税込） 
 
現役の詩人作家ベアト・ブレヒビュールと著名な画家アドルフ・ディートリッヒ。
芸術家ふたりがボーデン湖畔をゆく、時間を超えた徒歩旅行。
アドルフ・ディートリッヒの貴重な絵画をフルカラーで収録。

プロフェルヴェチア（スイス芸術協議会）推薦！
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２月４日、スイス大使館にて出版記念会開催！
当日の模様を69号「コールサック」に再録！！

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

詩集・エッセイ集・詩論集など出版のご相談も承ります。
ホームページやブログのリンク、大歓迎です。お声をかけてください。

今後も刊行図書のご案内やイベント情報など、皆様のお役にたつ情報を
お届けさせていただきます。
どうぞよろしくお願いいたします。

株式会社コールサック社（代表・鈴木比佐雄）
担当　佐相憲一
〒173-0004 東京都板橋区板橋2-63-4-509 
TEL03-5944-3258　FAX03-5944-3238
E-mail: k.sasou@coal-sack.com
URL:http://www.coal-sack.com/

※配信停止ご希望の方は、お手数ですが、
ご連絡をお願いいたします。
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